
平成３０年 第１回羽咋市教育委員会／会議録 

 

１ 日 時  平成３０年２月２３日（金） 

開  会  午前  ９時００分 

閉  会  午前 １１時１６分 

 

２ 場 所  羽咋市役所 議会第２委員会室 

 

３ 出 席 者  委   員   長    井 上 克 彦 

委員長職務代理者     今 井 和 秀 

委      員    木 谷 千惠子 

委      員    安 達 吏 和 

教   育   長    北 山 吉 郎 

 

４ 職務のため出席した者 

教育次長兼学校教育課長 井 上 和 彦 

学務担当課長      濱 名 和 久 

学校教育課課長補佐   中 野 好 一 

文化財室長       新 屋 真奈美 

文化財室室長補佐    牧 山 直 樹 

生涯学習課長      金 山 幸 富 

生涯学習課課長補佐   中 村 茂 樹 

生涯学習課課長補佐   後石原 幸 雄 

 

 

５ 付 議 案 件 

(1) 議案第１号 平成３０年度羽咋市教育方針及び主要事業について 

(2) 議案第２号 平成３０年度羽咋市一般会計予算（教育費）について 

(3) 議案第３号 平成２９年度羽咋市一般会計補正予算（教育費）について 

 

６  協議、報告事項 

(1) 市内小中学校卒業式について 

(2) 平成３０年第１回羽咋市議会定例会日程について 

(3) その他 



会議の概要 

井上委員長 ：開会のあいさつ。日程に従い、前回会議録の承認を促した。 

中野補佐  ：前回会議録について、不足、不備がないか確認し、承認を得た。 

井上委員長 ：議案第１号平成３０年度羽咋市教育方針及び主要事業について説明

を求める。 

井上次長  ：学校教育課関係事業について説明。 

新屋室長  ：文化財室関係事業について説明。 

金山課長  ：生涯学習課関係事業及びスポーツ推進関係事業について説明。 

井上委員長 ：質疑を求める。 

安達委員  ：各種スポーツ大会参加及び運営の支援とあるが、中体連に加盟して

いない競技への支援は行っていないのか。 

金山課長  ：この支援については、全国大会等に参加する人に対して支援するも

のであり、補助金を出しているものは補助金の要綱または準用する

規定で行っている。中体連の関係では学校教育課が部活動の関係で

補助を出しているが、生涯学習課では、それ以外のスポーツ少年団

等に加盟している小中学生の大会参加等に補助を行っている。 

また、準用する規定では、小中学生以外の一般の方で全国大会に出

場する人への補助である。今後、それ以外の方については、スポー

ツ少年団及び市の体育協会に加盟していただくよう働きかけること

が必要であろうし、要綱を見直していくことも今後の課題である。 

木谷委員  ：学校教育課の部活動の支援で、現在どの程度の部活動の支援を行っ

ているのか。 

井上次長  ：県大会については、中体連を通して一定の金額の補助を行っている。

その他、北信越大会、全国大会出場選手に対して、県からの補助を

除いた残り全額を補助している。 

木谷委員  ：指導者に対する補助はないのか。 

井上次長  ：ボランティアで行ってもらっているが、平成３０年度は一部予算化

し補助する予定。 

今井職務代理：文化財室の、地域固有の歴史・文化の継承と活用で、史跡寺家遺跡

整備基本計画策定とあるが、業者委託するのかそれとも委員会の中

で策定していくのか。 

新屋室長  ：寺家遺跡整備基本計画策定については、平成２９年度から専門家や

地元の委員による委員会を立ち上げ、平成２９年度と３０年度にか

けて、専門的な部分については委託し、計画自体は委員会で策定し

ていく予定。また、基本計画書の冊子の作成については委託する予



定。 

今井職務代理：生涯学習課の公民館整備の推進で、邑知公民館等の建設は着手され

たが、粟ノ保公民館の建替の長期計画はあるのか。 

金山課長  ：邑知公民館の建設が終わった後に考えていく予定。 

今井職務代理：邑知公民館は今年完成ではないのか。 

金山課長  ：平成３０年秋に完成で、その後、跡地整備等を行う予定。 

今井職務代理：平成３１年以降になるのか。 

金山課長  ：他の施設との兼ね合いも考え全体的に検討する必要がある。 

今井職務代理：具体的にこうするという考えは、現時点ではないということか。 

金山課長  ：はい。 

安達委員  ：市役所横の体育館を、管理しているのはどこか。 

金山課長  ：総務課の管財係が管理している体育館。 

井上委員長 ：ＤＶ相談の実施とあるが、生涯学習課で全面的に相談業務を行って

いるのか。 

金山課長  ：相談電話を生涯学習課で持っているが、内容によっては、羽咋市だ

けでは対応できないので、県の相談ダイヤルを紹介するなど、関係

機関で対応している。 

井上委員長 ：福祉部門は行っていないのか。 

新屋室長  ：最初の窓口は生涯学習課になっているが、支援が必要になった場合

は健康福祉課の子育て支援係か、援護係が絡んでくる場合があるの

で、連携を取りながら対応している。 

井上委員長 ：窓口だけが生涯学習課になっているのか。 

今井職務代理：最初の窓口が生涯学習課なのか。 

金山課長  ：はい。 

新屋室長  ：補足だが、児童が関わっている場合は、要保護児童対策協議会を羽

咋市が設置しているので、協議会で責任を持って対応しているが、

最初に相談者がどこに連絡するのかにもよる。 

木谷委員  ：市外私立幼稚園就園費の助成は、市内在住で、市外の幼稚園に通っ

ている方の助成か。 

井上次長  ：そうです。羽咋市在住で、市外の私立幼稚園に通っている子が対象。

また、羽咋市から、７～８人かほく市の木津幼稚園へ通っているが、

平成３０年度から認定こども園になるので、この後、予算で説明す

るがその分が減額となる。 

井上委員長 ：第５次羽咋市総合計画はいつまでか。 

北山教育長 ：２０１１年から２０２０年である。 



井上委員長 ：２０２０年に新しく教育方針を作るのか。 

北山教育長 ：はい。 

井上委員長 ：基本的には、市の総合計画が変われば、それに基づいて教育方針も

大幅に変わるのか。 

北山教育長 ：大幅かどうかは分からないが変わる。 

今井職務代理：議案第１号で、「平成３０年度羽咋市教育方針及び主要事業を次のと

おり定める」とあるが、「定めたいので、意見を求める」ではないの

か。 

井上次長  ：平成３０年４月１０日で教育長の任期が切れ、その後、新教育委員

会制度となり、総合教育会議等の中で検討していくのでよろしくお

願いしたい。 

金山課長  ：市長部局から出てくる予算とか条例については、意見を求めるとな

っていた。教育委員会では、この主要事業、規則の改正、要綱等に

ついては「次のとおり定める」となっていたが、今後は、次長が言

われたとおり検討する必要がある。 

井上委員長 ：その他に質問がなく、第１号議案を承認する。 

：議案第２号平成３０年度羽咋市一般会計予算について説明を求める。 

井上次長  ：教育費の歳入及び学校教育課関係予算について詳細説明。 

今井職務代理：教育推進事務事業の委託料だが、活性化プランのための各学校への

配分の仕方は、生徒数に応じてか、均等割なのか。 

井上次長  ：均等割ではなく、児童生徒の人数あるいは取り組みの内容により、

少ない学校で２２万円、多い学校で３５万円としている。活性化プ

ランの予算については、今年度は２２０万円、来年度は２０万円を

増額して、取り組み内容に応じて有効な配分をしていきたい。 

今井職務代理：小学校教材整備事業の備品購入費で、タブレットだが、小学校６校

の現状はどうなっているのか 

井上次長  ：羽咋小学校に１８台、邑知小学校と瑞穂小学校にそれぞれ１２台、

西北台小学校に７台、粟ノ保小学校に６台、余喜小学校に５台で、

１学校１クラスの２人で１台共用しており、それぞれの学校で時間

の調整をし、有効に使ってもらう。今後、不足してくれば少しずつ

補充していく予定。また、中学校については、来年度３６台購入し、

邑知中学校は１学年１クラスなので、３人共用で１２台、羽咋中学

校も３人共用で１２台だが、クラスが多いので２クラス分を配布し、

有効に使ってもらう。 

安達委員  ：図書購入費ですが、予算は学校ごとに配分するのか。 



井上次長  ：１８７万円の内、１２７万円については各学校ごとに配分する予定

で、平成３０年度は小学校で６０万円を増額している。これについ

ては各学校の状況を調査し、連載物などのまとまった物の希望があ

れば充てていきたい。中学校についても２０万円を増額している。 

井上委員長 ：教育推進事務事業のタイムレコーダーで、各学校に１台導入予定で

あるが、４月から導入するのか。 

井上次長  ：４月１日以降の執行となるので、早くて５月ないしは６月からの導

入になる。使用方法の説明等については、購入業者にお願いするこ

とになる。 

井上委員長 ：タイムレコーダーを導入している他市町の学校で、不都合な事が出

てきているところがあると聞く。例えば、研究会等に出席した場合、

学校に戻らず、家に帰るといったことが多々あったが、そういった

ことも踏まえて、既に導入済みの市町に問い合わせて、運用の仕方

を事前に検討していく必要があるのではないのか。 

井上次長  ：検討する。 

井上委員長 ：中学校部活指導員配置だが、この学校のこの部活にという見込みが

あるのか。 

北山教育長 ：国、県、市、がそれぞれ３分の１ずつの負担で行う事業で、県から

羽咋市に２名の割り当てがきて、現在その方に内諾を得ているが、

いろんな制限がある。また、大会等の引率も可能であるが、その効

果が先生方に波及しずらいかもしれない。ただし、月曜から金曜に

ついては先生方は緩和されると思う。 

井上委員長 ：学校の先生方と指導員の関係がうまくいくのか 

北山教育長 ：学校の部活動運営委員会を通しながら進めていくことになる。 

井上委員長 ：学校からの要望はあるのか。 

北山教育長 ：はい。 

安達委員  ：中学校部活指導員配置促進事業の予算の内訳は。 

井上次長  ：全体事業費で７４４千円で、その内の、国３分の１、県３分の１、

市３分の１となる。 

安達委員  ：この予算で２名の方を雇用するのか 

井上次長  ：はい。あくまでも終日ではなく週６時間で３５週で計算する。 

北山教育長 ：月曜から金曜の配分と土日の配分が違う。月曜から金曜は２時間か

ら３時間で毎日ではなく、また、土日は４時間未満である。 

井上次長  ：今までボランティアあるいは無償でお願いしていたのが、ごくわず

かであるが報酬として支払いできる。また、部活動を持っている先



生方の業務が少しでも減らすことが目的である。 

今井職務代理：具体的に確保できるのか。 

北山教育長 ：学校長を通して内諾を得ている。 

木谷委員  ：スクールバスの更新だが、１０数年で更新するのか。 

井上次長  ：１２年経過したものを平成３０年度に１台、以後３１年度に１台、

３２年度に１台と年次的に更新する予定。 

木谷委員  ：運転手についてはシルバー人材センターに、お願いしているのか。 

井上次長  ：シルバー人材センターに運転委託をお願いしている。契約は石川県

シルバー人材センターと行っている。 

井上委員長 ：次に、生涯学習課の説明を求める。 

金山課長  ：生涯学習課関係予算について詳細説明。 

安達委員  ：文化団体支援事業でコスモアイル羽咋の大ホールの舞台操作補助で、

年間何件くらい申し込みがあるのか。 

金山課長  ：平成２８年度は１７件、助成したのは６４万８百円。平成２９年度

現時点で１１件、４３万５千９百円を補助している。 

今井職務代理：市民憲章推進実践事業の基金の状況は、増えているのか減っている

のかどのようになっているのか。 

金山課長  ：基金は増えている。ふるさと納税の寄付金や基金利子で、平成２８

年度末では１００万円ほど増額になっている。 

今井職務代理：基金を取り崩して、補助を行っているのではないということか。 

金山課長  ：はい。 

今井職務代理：ユーフォリア千里浜の工事だが、源泉のパイプは大丈夫か。 

金山課長  ：今年度の工事で源泉のポンプを更新している。ポンプから地上まで

のパイプ自体はまだ使えるが、地上から屋上へ上げるパイプが詰ま

っているので、改修を行う。 

木谷委員  ：スクールシアターについて、来年度は何を行うのか決まっているの

か。 

金山課長  ：演劇鑑賞教室で、具体的な内容までは決まっていない。 

井上委員長 ：ユーフォリア千里浜のお客の推移は、前年度と比較してどうなのか。 

金山課長  ：１月末現在で入場者総数は、３，８６５人増えている。ただし、総

売上高は、３２０万円程減となった。減額の主な理由は、レストラ

ンの規模を縮小したのと、物販の販売が１６０万円程の減であった。

また、年度当初のスイミングスクールの会費は、前年度はその年の

４月に入れたが、今年度は前年度の３月に入れたので、平成２８年

度はダブルで入ったため、これで１２０万円程の減額である。        



井上委員長 ：物販というのは、お土産などを販売しているが、そこが減ったのか。 

金山課長  ：主にお土産とか水着で５４万円程です。 

井上委員長 ：レストランを縮小したのはなぜか。 

金山課長  ：専用の人を常に置いておくと、客が少ないのに人件費がかかってし

まうのと、メニューを簡単なものにし、誰でも作れるようにした。 

       共立メンテナンスは、レストラン収入を上げる提案をしていたが、

上がらなかったので、経費縮減でレストラン部門を縮小することに

したことによる収入減となった。 

井上委員長 ：次に、文化財室の説明を求める。 

新屋室長  ：文化財室関係予算について詳細説明。 

今井職務代理：妙成寺の五重塔が創建されてから４００年たち、妙成寺自体も事業

を予定している。また、国の重要文化財が１０か所集中していて、

非常に価値のあるものであるが、市として妙成寺の国宝化に向けて

の取り組みを、どのように考えているのか。 

新屋室長  ：妙成寺の国宝指定に向けての取り組みについては、妙成寺では、妙

成寺文化財調査委員会を立ち上げ、平成２９年度が１年目で、３年

かけて本格的な調査を行っていくと聞いている。現在も市は調査委

員会に対して協力をしているが、建造物調査についても県の２分の

１補助を受けて、来年度も引き続き行っていく予定。調査で確認さ

れた価値を市民に周知し、国宝に向けた気運を盛り上げていくこと

も市の役割である。なお、３月２４日に妙成寺で報告会を行い、妙

成寺調査委員会の、今年度の調査結果について発表してもらう予定

で、広報はくいにより周知している。平成３０年度以降も、引き続

き報告会については行っていく予定である。予算については、文化

財調査事業の委託料で２０万円としている。財源については、２分

の１地方創生推進交付金を充てる予定である。 

木谷委員  ：吉崎・次場弥生公園の活用状況は。 

新屋室長  ：吉崎・次場弥生公園については、市内の小学生が中心となって、弥

生人講座を体験してもらったり、火おこしや、まが玉づくりなど積

極的に活用していただいている。また、平成２９年度は富山県の小

学校２～３校が学習に来られたり、国立能登青少年交流の家でのま

が玉づくりや、生涯学習課のジャパンテントでも、外国人が昔の羽

咋の体験などを通じての利用があった。 

井上委員長 ：歴史民俗資料館に学芸員がいるが、市全体で１人だけなのか。 

新屋室長  ：学芸員は正規の職員は２人、非常勤職員が１人、臨時職員が１人で



合計４人。歴史民俗資料館職員６人中４人が学芸員の資格を所有し

ている。博物館は学芸員を置かなければならないこととなっている。 

井上委員長 ：学芸員の仕事の内容及び、どのような活動をしているのか。 

新屋室長 ：学芸員の中で埋蔵の専門が２人、歴史の専門が２人おり、       

埋蔵文化財については、専門有識者の指導を得ながら、寺家遺跡の

整備計画や、重要遺跡の発掘調査、羽咋市の各種資料の調査研究を

行ったり、調査報告書を作成している。また、古文書関係の読み解

きや、資料館に小学生が見学に来たときは、館内の説明を行うなど、

主に教育普及活動を行っている。 

井上委員長 ：学芸員の職場は歴史民俗資料館内にあるのか。 

新屋室長  ：はい。 

安達委員  ：現在企画展しているが、前回も行ったが、内容を変えて実施してい

るのか。また、期間中の入館者数はどれくらいか。 

新屋室長  ：獅子舞の企画展については、今年で３年目で、獅子舞保存活性化委

員会の民間団体が中心となって行っている。１年目は地区からの獅

子舞の頭集めを行ったが、今年は貴重な古い獅子頭などを展示して

いる。入館者数は現在のところ３６０人程である。 

安達委員  ：年間で企画展はどれくらい行っているのか。 

新屋室長  ：年間３回行っている。 

安達委員  ：企画展はどのようにＰＲしているのか。 

新屋室長  ：企画展については、各町会や各公民館などの公共施設に、ポスター

掲示をお願いしたり、チラシを配布したり、市のホームページに掲

載している。 

安達委員  ：入場無料であっても、招待券などを添えて公民館等に置いておくと 

       効果があると思う。 

新屋室長  ：はい。 

井上委員長 ：その他に質問がなく、第２号議案を承認する。 

：議案第３号平成２９年度羽咋市一般会計補正予算について説明を求

める。 

井上次長  ：学校教育課職員費と教育振興基金積立事業関係補正予算の詳細説明。 

金山課長  ：主に生涯学習課の職員費及び全国青年大会参加費補助金と市民憲章

推進実践事業関係補正予算の詳細説明。 

新屋室長  ：文化財室職員費及び公有財産購入費と滝ソウデンＢ遺跡発掘調査委

託費関係補正予算の詳細説明。 

井上委員長 ：質問がなく、第３号議案を承認する。 



井上委員長 ：次の説明を求める。 

濱名担当課長：平成２９年度市内小中学校卒業証書授与式の臨席と告辞のお願い。 

井上委員長 ：次の説明を求める。 

中野補佐  ：平成３０年第１回羽咋市議会定例会の日程説明。 

井上委員長 ：教育長報告を求める。 

北山教育長 ：特になし。 

その他、特になく、委員長が閉会のあいさつをし、会議を終了する。 

 

                        午前１１時１６分閉会 



 平成３０年 第２回羽咋市教育委員会／会議録 

 

１ 日 時  平成３０年３月１４日（水） 

開  会  午前１０時５６分 

閉  会  午前１１時２４分 

 

２ 場 所  羽咋市役所 議会第２委員会室 

 

３ 出 席 者  委   員   長    井 上 克 彦 

委員長職務代理者    今 井 和 秀 

委      員    木 谷 千惠子 

委      員    安 達 吏 和 

教   育   長    北 山 吉 郎 

          

 

４ 職務のため出席した者 

教育次長兼学校教育課長 井 上 和 彦 

学校教育課学務担当課長 濱 名 和 久 

学校教育課課長補佐   中 野 好 一 

 

５ 付 議 案 件 

(1) 議案第４号 平成 30 年度羽咋市学校教職員（管理職等）の人事について 

 (2) その他 

 



 

会議の概要 

井上委員長 ：開会のあいさつをし、日程に従い前回会議録の承認を促した。 

中野補佐  ：前回会議録について、不足、不備がないか聞き、承認を得た。 

井上委員長 ：議案第４号平成３０年度羽咋市学校教職員（管理職等）の人事異動

について説明を求める。 

       （井上教育次長、中野課長補佐退室） 

濱名担当課長：平成３０年度羽咋市学校教職員（管理職等）の人事についての原案

を提示し、教育委員の承認を得た。 

       （井上教育次長、中野課長補佐入室） 

井上委員長 ：教育長報告を求める。 

北山教育長 ：今後の教職員の業務改善について説明。 

井上委員長 ：その他案件について説明を求める。 

中野補佐  ：第３回の委員会を３月２０日（火）の午前９時から行う。 

井上委員長 ：小中学校の入学式についての説明を求める。 

濱名担当課長：日程と各学校への出席者について、後日案内する。 

その他、特になく、委員長が閉会のあいさつをし、会議を終了する。 

                        午前１１時２４分閉会 

 

 

 

 

 

 

 

 



平成３０年 第３回羽咋市教育委員会／会議録 

 

１ 日 時  平成３０年３月２０日（火） 

開  会  午前９時００分 

閉  会  午前９時４０分 

 

２ 場 所  羽咋市役所 議会第２委員会室 

 

３ 出 席 者  委   員   長    井 上 克 彦 

委員長職務代理者     今 井 和 秀 

委      員    木 谷 千惠子 

委      員    安 達 吏 和 

教   育   長    北 山 吉 郎 

 

４ 職務のため出席した者 

教育次長兼学校教育課長 井 上 和 彦 

学務担当課長      濱 名 和 久 

学校教育課課長補佐   中 野 好 一 

 

５ 付 議 案 件 

(1) 議案第５号 平成 30 年度羽咋市学校教職員(一般教職員)の人事につ 

いて 

 

６ 協議、報告事項 

(1) 羽咋市学力調査の結果について 

(2) その他 



 

会議の概要 

井上委員長 ：開会のあいさつをし、日程に従い前回会議録の承認を促した。 

中野補佐  ：前回会議録について、不足、不備がないか聞き、承認を得た。 

井上委員長 ：議案第５号平成３０年度羽咋市学校教職員（一般教職員）の人事に 

ついて説明を求める。 

        （濱名担当課長を除く事務局職員退室） 

濱名担当課長：平成３０年度羽咋市学校教職員（一般教職員）の人事についての原

案を提示し、教育委員の承認を得た。 

        （濱名担当課長を除く事務局職員入室） 

井上委員長 ：協議、報告事項について説明を求める。 

濱名担当課長：羽咋市学力調査の結果について詳細説明。 

        （資料配布、質疑後回収） 

井上委員長 ：教育長報告を求める。 

北山教育長 ：特になし。 

井上委員長 ：その他案件について説明を求める。 

濱名担当課長 ：小中学校の入学式について説明。 

その他、特になく、委員長が閉会のあいさつをし、会議を終了する。 

                         午前９時４０分閉会 

 

 



平成３０年 第４回羽咋市教育委員会／会議録 

 

１ 日 時  平成３０年３月２２日（木） 

開  会  午後１時５６分 

閉  会  午後２時１６分 

 

２ 場 所  羽咋市役所 議会第２委員会室 

 

３ 出 席 者  委   員   長    井 上 克 彦 

委員長職務代理者     今 井 和 秀 

委      員    木 谷 千惠子 

委      員    安 達 吏 和 

教   育   長    北 山 吉 郎 

 

４ 職務のため出席した者 

教育次長兼学校教育課長 井 上 和 彦 

学務担当課長      濱 名 和 久 

学校教育課課長補佐   中 野 好 一 

文化財室長       新 屋 真奈美 

文化財室室長補佐    牧 山 直 樹 

生涯学習課長      金 山 幸 富 

生涯学習課課長補佐   中 村 茂 樹 

生涯学習課課長補佐   後石原 幸 雄 

 

５ 付 議 案 件 

(1) 議案第６号 平成 30 年度羽咋市教員委員会事務局管理職等の人事異動につ

いて 

(2) 議案第７号 公民館長の任命について 

(3) 議案第８号 羽咋市文化財保護審議会委員の任命について 

(4) 議案第９号 羽咋市指定文化財の指定について 

 

 

 

 



【会議の概要】 

井上委員長 ：開会のあいさつをし、日程に従い前回会議録の承認を促した。 

中野補佐  ：前回会議録について、不足、不備がないか聞き、承認を得た。 

井上委員長 ：議案第６号平成 30 年度羽咋市教員委員会事務局管理職等の人事異動

について説明を求める。 

       （井上教育次長を除く事務局職員退室） 

井上次長  ：平成 30 年度羽咋市教員委員会事務局管理職等の人事異動について

原案を提示し、承認を得た。 

       （井上教育次長を除く事務局職員入室） 

井上委員長 ：議案第７号公民館長の任命について説明を求める。 

金山課長  ：任期満了となる８公民館長の任命について説明。２年任期である。 

井上委員長 ：意見を求め、特に意見がなく、議案第７号を承認する。 

 ：議案第８号及び議案第９号について、一括して説明を求める。 

新屋室長  ：議案第８号羽咋市文化財保護審議会委員１０名の任命について説明。

全員が再任となり、２年任期である。また、羽咋市博物館協議会委

員も兼任している。次に、議案第９号羽咋市指定文化財の指定につ

いて説明。 

井上委員長 ：議案第８号について意見を求め、特に意見がなく、議案第８号を承

認する。 

井上委員長 ：議案第９号について意見を求める。 

今井職務代理：「四町の土方領境松跡地」は新規の指定ではなく、指定解除になった

ものを再指定したのか。 

新屋室長  ：市指定文化財になっていたが、当時は松が枯れたため指定解除とな

った。その後、市文化財保護審議会で再検討し、名称を「土方領境

松」から「四町の土方領境松跡地」に変え再指定としたい。 

井上委員長 ：市指定文化財となった場合、今までと何か違いはあるのか。 

新屋室長  ：形状を変更する場合は、市に届出が必要。 

井上委員長 ：保存のために補助金等が出ないのか。 

新屋室長  ：補助金については、建造物とか工芸品は補助金の対象になるが、史

跡については対象となる事業が、滅多にないと思われる。 

井上委員長 ：その他特に意見がなく、議案第９号を承認する。 

  ：教育長報告を求める。 

北山教育長 ：特になし。 

その他、特になく、委員長が閉会のあいさつをし、会議を終了する。 

                        午後２時１６分閉会 



平成３０年 第５回羽咋市教育委員会／会議録 

 

１ 日 時  平成３０年４月１１日（水） 

開  会  午前１０時０３分 

閉  会  午前１０時０９分 

 

２ 場 所  羽咋市役所 議会第２委員会室 

 

３ 出 席 者  教 育 長    八 島 和 彦 

委      員    井 上 克 彦 

委      員     今 井 和 秀 

委      員    木 谷 千惠子 

委      員    安 達 吏 和 

 

 

４ 職務のため出席した者 

教育次長兼学校教育課長 西 井 健 一 

学務担当課長      濱 名 和 久 

学校教育課課長補佐   前 田 剛 克 

文化財室長       新 屋 真奈美 

文化財室室長補佐    牧 山 直 樹 

生涯学習課長      滝 口 一 彦 

生涯学習課課長補佐   中 村 茂 樹 

生涯学習課課長補佐   後石原 幸 雄 

 

５ 付 議 案 件 

(1) 議案第 10 号 羽咋市教育委員会教育長職務代理者の指名について 

 

 

 

 

 

 

 



【会議の概要】 

 

八島教育長 ：開会のあいさつをし、議案第10号羽咋市教育委員会教育長職務代理

者の指名について説明を求める。 

西井次長  ：「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第 13 条第 2項の規定

に基づき教育長職務代理者の指名をすることと、その職務について

説明したのち、八島教育長に指名をお願いした。 

八島教育長  ：教育委員としての任期と学校教育に精通していることと、女性の登

用が必要と考えており、木谷千惠子委員を教育長職務代理者に指名

する。        

西井次長  ：職務代理者に指名されました木谷委員には、会議等への出席をお願

いすることがありますので、ご理解のほどよろしくお願いいたしま

す。 

八島教育長 ：その他特に意見がなく、議案第 10 号を承認する。 

   

その他、特になく、教育長が閉会のあいさつをし、会議を終了する。 

          

               午前１０時０９分閉会 



平成３０年 第６回羽咋市教育委員会／会議録 
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